
    

【
内

 
 

容
】

 

は
じ

め
に

 

茶
園

管
理

編
 

点
検

シ
ー

ト
 
（

Ｐ
 

 
1

～
1

9
）

 

製
茶

工
場

編
 

点
検

シ
ー

ト
 
（

Ｐ
2

0
～

3
3

）
 

 

  

宇
治

茶
Ｇ

Ａ
Ｐ

推
進

協
議

会
 

申
請

区
分

 

上
級

 
初

級
 

氏
 

 
 

名
 

 

自
己

点
検

日
 

/
 

/
 

/
 

宇
治

茶
Ｇ

Ａ
Ｐ

 
点

検
シ

ー
ト

 

２
０

２
４

年
点

検
用

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

第
９

版
）

 



  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

 

～～
はは

じじ
めめ

にに
～～

 
１１

  
ＧＧ

ＡＡ
ＰＰ

（（
G

oo
d 

A
gr

ic
ul

tu
ra

l P
ra

ct
ic

e））
とと

はは
 

   
Ｇ

Ａ
Ｐ

は
、
良

い
農

業
を

続
け

て
い

く
こ

と
、
す

な
わ

ち
、
農

産
物

の
安

心
安

全
の

確
保

、
生

産
者

の
労

働
安

全
の

確
保

、
環

境
保

全
、

ま
た

信
頼

の
あ

る
生

産
活

動
の

実
現

に
向

け
て

の
生

産
者

自
身

の
取

組
（

ツ
ー

ル
：

道
具

）
で

す
。

 

  
 具

体
的

に
は

、
 

①
  

農
作

業
の

工
程

を
振

り
返

り
、
良

い
農

業
と

す
る

た
め

に
気

を
付

け
る

べ
き

点
が

無
い

か
を

検
討

し
（

リ
ス

ク
※
の

気
づ

き
）
 

②
  

気
づ

い
た

リ
ス

ク
を

避
け

る
た

め
の

工
夫

や
ル

ー
ル

を
考

え
て

改
善

し
、

 

③
  

 改
善

し
た

作
業

を
振

り
返

り
、

さ
ら

に
よ

り
良

い
農

業
へ

と
改

善
し

て
い

く
持

続
的

な
取

組
で

す
。

 

    
計

画
(
P
l
a
n
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
記

録
・

実
践

(
D
o
)
 

      
  

  
  

  
  

 
改

善
(
A
c
t
)
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
点

検
(
S
e
e
)
 

     

G
A
P
の

実
践

は
、
単

に
点

検
項

目
を

確
認

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
農

業
経

営
に

お
け

る
生

産
管

理
や

品
質

管
理

な
ど

の
管

理
業

務
を

円
滑

に

進
め

る
た

め
に

、
計

画
（

P
l
a
n
）
→

記
録
・
実

践
（

D
o
）
→

点
検
（

s
e
e
）
→

改
善
（

A
c
t
）
の

 

4
段

階
を

繰
り

返
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
さ

ら
に

よ
り

良
い

農
業

へ
改

善
し

て
い

く
持

続
的

な

取
組

で
す

。
 



  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

 

２２
  

宇宇
治治

茶茶
ＧＧ

ＡＡ
ＰＰ

のの
必必

要要
性性

 

   
  

  
宇宇

治治
茶茶

ＧＧ
ＡＡ

ＰＰ
のの

取取
組組

はは
、、

生生
産産

者者
をを

守守
りり

、、
まま

たた
産産

地地
のの

信信
頼頼

をを
高高

めめ
るる

取取
組組

でで
すす

。。
 

  
昨

今
、

産
地

の
偽

装
表

示
や

残
留

農
薬

問
題

な
ど

の
事

件
が

次
々

と
発

生
し

、
消

費
者

の
食

の
安

心
・

安
全

へ
の

関
心

は
年

々
高

ま
り

を
見

せ
て

お
り

、
生

産
者

に
は

こ
れ

ま
で

以
上

に
リ

ス
ク

管
理
（

農
薬
・
肥
料
・
水
・
異

物
混

入
な

ど
）
が

厳
し

く
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。
 

 
ひ

と
た

び
、

食
の

安
心

・
安

全
を

脅
か

す
よ

う
な

事
件

・
事

故
が

起
き

る
と

、
生

産
者

自
身

の
経

営
だ

け
で

な
く

、
産

地
全

体
と

し
て

も
大

き
な

ダ
メ

ー
ジ

を
受

け
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 
ま

た
、

茶
園

や
製

茶
工

場
で

の
農

作
業

事
故

は
、

事
故

に
あ

っ
た

生
産

者
の

身
体

的
苦

痛
は

も
ち

ろ
ん

、
作

業
の

中
断

は
、

茶
業

経
営

上
も

大
き

な
ダ

メ
ー

ジ
に

な
り

ま
す

。
 

 
さ

ら
に

、
環

境
に

負
荷

を
与

え
る

よ
う

な
茶

業
は

、
将

来
に

わ
た

る
持

続
的

な
茶

生
産

を
脅

か
す

も
の

で
す

。
 

 
Ｇ

Ａ
Ｐ

の
取

組
み

は
、

以
上

の
よ

う
な

リ
ス

ク
を

低
減

し
て

い
く

取
組

で
あ

り
、

ま
た

、
消

費
者

や
茶

流
通

業
者

の
信

頼
に

繋
が

る
、

ま
さ

に
茶

産
地

と
し

て
の

土
台

と
し

て
必

要
不

可
欠

な
取

組
で

す
。

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ※

リ
ス

ク
：

損
失

を
被

る
危

険
性

、
被

害
や

悪
影

響
、

危
険

を
与

え
る

可
能

性
 

３３
  

宇宇
治治

茶茶
ＧＧ

ＡＡ
ＰＰ

のの
特特

徴徴
 

   
 宇宇

治治
茶茶

ＧＧ
ＡＡ

ＰＰ
はは

、、
京京

都都
府府

内内
のの

生生
産産

者者
のの

たた
めめ

のの
取取

りり
組組

みみ
でで

ああ
りり

、、
茶茶

関関
係係

機機
関関

がが
一一

体体
とと

 
なな

っっ
てて

支支
援援

をを
しし

まま
すす

。。
 

   
府

内
の

生
産

者
全

員
が

、
宇

治
茶

Ｇ
Ａ

Ｐ
に

取
り

組
む

こ
と

で
、

宇
治

茶
産

地
と

し
て

の
取

組
と

な
り

ま
す

。
こ

の
た

め
、

府
内

の
茶

関
係

機
関

が
一

体
と

な
っ

て
、

生
産

者
の

取
組

を
支

援
し

ま
す

。
 

 
宇

治
茶

Ｇ
Ａ

Ｐ
や

本
点

検
シ

ー
ト

に
つ

い
て

の
質

問
や

、
不

明
な

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

ら
、
｢
宇

治
茶

Ｇ
Ａ

Ｐ
指

導
員

」
に

お
尋

ね
く

だ

さ
い

。
 

 



  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

 

４４
  

宇宇
治治

茶茶
ＧＧ

ＡＡ
ＰＰ

へへ
のの

誤誤
解解

 
 

 
 

 
ＧＧ

ＡＡ
ＰＰ

＝＝
「「

チチ
ェェ

ッッ
クク

シシ
ーー

トト
（（

点点
検検

シシ
ーー

トト
））

のの
記記

帳帳
」」

でで
はは

 ああ
りり

まま
せせ

んん
。。

 
 

 
Ｇ

Ａ
Ｐ

と
聞

く
と

、
「

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
に

記
帳

す
る

こ
と

」
と

の
誤

解
が

あ
り

ま
す

。
 

 
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

は
、

Ｇ
Ａ

Ｐ
に

取
り

組
む

た
め

の
手

段
で

あ
り

、
取

り
組

む
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

を
示

し
て

く
れ

る
も

の
で

す
。

 

 
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
記

帳
し

て
い

る
だ

け
で

、
本

来
の

目
的

で
あ

る
リ

ス
ク

低
減

が
図

れ
て

い
な

い
の

で
は

、
記

帳
の

手
間

だ
け

を
費

や
す

こ
と

に
な

り
、

Ｇ
Ａ

Ｐ
に

取
り

組
む

メ
リ

ッ
ト

が
消

え
て

し
ま

い
ま

す
。

 
 

施施
設設

（（
工工

場場
））

のの
新新

しし
ささ

、、
古古

ささ
でで

、、
ＧＧ

ＡＡ
ＰＰ

にに
違違

いい
はは

ああ
りり

まま
せせ

んん
。。

 

  
Ｇ

Ａ
Ｐ

は
、

リ
ス

ク
を

低
減

さ
せ

る
取

組
で

、
個

々
の

生
産

工
程

の
工

夫
や

ル
ー

ル
づ

く
り

に
よ

っ
て

改
善

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。
 

 
施

設
（

工
場

）
が

古
け

れ
ば

「
×

」
、

新
し

け
れ

ば
「

○
」

と
い

う
考

え
は

、
Ｇ

Ａ
Ｐ

に
は

当
て

は
ま

り
ま

せ
ん

。
 

 
仮

に
古

い
施

設
で

あ
っ

て
も

、
リ

ス
ク

低
減

に
向

け
た

工
夫

や
ル

ー
ル

づ
く

り
に

よ
っ

て
改

善
が

図
れ

れ
ば

、
そ

れ
は

Ｇ
Ａ

Ｐ
の

成
果

で
す

。
 

  
逆

に
新

し
い

施
設

で
あ

っ
て

も
、

生
産

者
に

Ｇ
Ａ

Ｐ
に

取
り

組
む

意
識

が
な

け
れ

ば
、

リ
ス

ク
を

放
置

す
る

こ
と

に
な

り
、

Ｇ
Ａ

Ｐ
に

取
り

組
ん

だ
こ

と
に

は
な

り
ま

せ
ん

。
 

 ５５
「「

宇宇
治治

茶茶
ＧＧ

ＡＡ
ＰＰ

」」
のの

取取
りり

組組
みみ

方方
 

 
 

 
自自

分分
のの

作作
業業

のの
中中

でで
、、

リリ
スス

クク
のの

高高
いい

とと
ここ

ろろ
かか

らら
、、

まま
たた

、、
出出

来来
るる

とと
ここ

ろろ
かか

らら
取取

りり
組組

みみ
、、

 

宇宇
治治

茶茶
ＧＧ

ＡＡ
ＰＰ

をを
「「

実実
践践

」」
しし

まま
しし

ょょ
うう

。。
 

  
「

宇
治

茶
G

A
P」

は
、

宇
治

茶
の

生
産

者
と

産
地

が
こ

れ
か

ら
も

持
続

的
に

発
展

し
て

い
く

こ
と

を
目

的
に

導
入

さ
れ

ま
し

た
。

 

こ
の
「

宇
治

茶
G

A
P
点

検
シ

ー
ト

」
の

一
つ

一
つ

の
項

目
の

実
践

が
、
生

産
者

の
経

営
を

守
り

、
消

費
者

の
信

頼
を

得
る

産
地

と
し

て

の
発

展
に

繋
が

り
ま

す
。

 

 



  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

 

 点
検

シ
ー

ト
に

基
づ

い
て

個
々

の
作

業
を

振
り

返
る

と
、
こ

れ
ま

で
何

げ
な

く
し

て
い

た
こ

と
で

も
、
「

安
全

」
で

な
い

お
茶

に
な

る

リ
ス

ク
が

あ
る

こ
と

に
気

づ
い

た
り

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

安
全

な
茶

生
産

に
向

け
て

の
工

夫
が

見
え

て
く

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

 
 

 
こ

れ
ま

で
に

取
引

先
か

ら
製

品
に

対
し

て
ク

レ
ー

ム
を

受
け

た
り

、
怪

我
を

し
て

し
ま

っ
た

作
業

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

 

 
ま

た
、

ま
だ

起
こ

っ
て

は
い

な
い

け
れ

ど
も

、
大

変
な

こ
と

が
起

こ
っ

て
し

ま
わ

な
い

よ
う

に
、

ま
ず

は
、

リ
ス

ク
の

高
い

と
こ

ろ
か

ら
、

ま
た

、
出

来
る

と
こ

ろ
か

ら
取

り
組

ん
で

み
て

く
だ

さ
い

。
 

 

 ６６
  

宇宇
治治

茶茶
ＧＧ

ＡＡ
ＰＰ

のの
「「

実実
践践

」」
とと

「「
承承

認認
」」

にに
つつ

いい
てて

 

 
 

  
○

「
実実

践践
」」

 

 
 

 
 

京
都

府
内

の
生

産
者

全
員

が
Ｇ

Ａ
Ｐ

を
正

し
く

理
解

し
、
取

組
を

開
始

す
る

こ
と
（

Ｇ
Ａ

Ｐ
の

実
践

）
が

、
産

地
と

し
て

重
要

で
す

。
 

前
述

の
よ

う
に

、
初

め
か

ら
点

検
シ

ー
ト

の
す

べ
て

の
項

目
に

取
り

組
む

こ
と

は
困

難
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

 
  

宇
治

茶
Ｇ

Ａ
Ｐ

推
進

協
議

会
で

は
、

産
地

全
体

の
着

実
な

取
組

を
進

め
る

た
め

に
、

ま
ず

は
、

生
産

者
全

員
の

「
実

践
」

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

 
 

 

○
「「

承承
認認

」」
 

宇
治

茶
Ｇ

Ａ
Ｐ

の
実

践
者

を
対

象
に

、
所

定
の

基
準

を
ク

リ
ア

し
た

製
茶

工
場

か
ら

の
申

請
に

基
づ

き
、

審
査

・
承

認
（

初
級

・
上

級
）

が
行

わ
れ

ま
す

。
 

 

※
「

実
践

」
・

「
承

認
」

の
仕

組
み

や
手

続
き

に
つ

い
て

は
、

冊
子

『
宇

治
茶

Ｇ
Ａ

Ｐ
の

手
引

き
』

を
参

考
に

、
不

明
な

点
は

 

宇
治

茶
Ｇ

Ａ
Ｐ

指
導

員
に

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

 



茶
園

管
理

編

農
場

責
任

者
：

肥
料

保
管

責
任

者
：

施
肥

設
計

責
任

者
：

農
薬

管
理

責
任

者
：

-
 1

 -



茶茶
園園

管管
理理

編編

１１
　　

｢｢茶茶
園園

作作
業業

のの
工工

程程
管管

理理
のの

たた
めめ

のの
基基

本本
情情

報報
のの

整整
理理

｣｣

番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

宇
治

茶
Ｇ

Ａ
Ｐ

に
取

り
組

む
際

の
基

礎
的

な
情

報
と

し
て

、
下

記
の

情
報

を
整

理
し

て
い

る
。

①
茶

園
の

名
称

ま
た

は
茶

園
番

号
、

茶
園

所
在

地
の

特
定

(地
番

等
)、

面
積

、
品

種

②
倉

庫
等

の
施

設
の

名
称

、
所

在
地

の
特

定
(地

番
等

）

③
周

辺
の

状
況

が
分

か
る

茶
園

(圃
場

群
)・

施
設

の
地

図

1
-
1
-
2

必
須

責
任

と
権

限

下
記

の
責

任
者

を
決

め
て

経
営

に
取

り
組

み
、

組
織

表
で

役
割

を
明

確
に

し
て

い
る

。

①
農

場
責

任
者

②
施

肥
責

任
者

③
農

薬
管

理
責

任
者

④
労

働
安

全
責

任
者

1
-
1
-
1

必
須

茶
園

・
関

連
施

設
の

基
本

情
報

の
整

理

-
 2

 -



２２
　　

｢｢安安
心心

安安
全全

なな
茶茶

園園
管管

理理
をを

行行
うう

たた
めめ

にに
｣｣

番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

新
し

い
土

地
で

お
茶

の
栽

培
を

開
始

す
る

前
に

、
①

～
⑥

に
つ

い
て

検
討

し
、

問
題

が
あ

る
場

合
は

対
策

を
実

施
し

て
い

る
。

①
土

地
の

過
去

の
使

用
状

況
は

ど
う

か

②
土

質
（
水

は
け

等
）
・
水

質
が

、
お

茶
の

栽
培

に
適

し
て

い
る

か

③
土

が
有

害
物

質
で

汚
染

さ
れ

て
い

な
い

か

④
使

用
す

る
水

が
有

害
物

質
で

汚
染

さ
れ

て
い

な
い

か

⑤
安

全
な

作
業

が
で

き
る

土
地

か
（
勾

配
、

段
差

、
崩

落
等

）

⑥
ド

リ
フ

ト
の

危
険

性
が

な
い

か
（
周

辺
の

栽
培

作
物

の
確

認
等

）

1
-
2
-
2

重
要

茶
園

土
壌

の
安

全
性

の
確

保

茶
園

土
壌

が
、

安
全

性
に

問
題

が
あ

る
物

質
で

汚
染

さ
れ

て
い

な
い

か
に

つ
い

て
、

周
辺

の
状

況
や

行
政

の
土

壌
汚

染
地

域
の

指
定

状
況

等
か

ら
検

討
し

、
問

題
が

あ
れ

ば
対

策
を

と
っ

て
い

る
。

1
-
2
-
3

重
要

栽
培

中
に

使
用

す
る

水
の

安
全

性
の

確
認

農
薬

散
布

や
灌

水
等

、
茶

園
で

使
用

す
る

水
に

、
安

全
性

に
問

題
が

あ
る

要
因

（
農

薬
、

除
草

剤
、

重
金

属
等

）
が

含
ま

れ
て

い
な

い
か

、
周

辺
の

状
況

や
行

政
に

よ
る

水
質

調
査

か
ら

検
討

し
、

問
題

が
あ

れ
ば

対
策

を
と

っ
て

い
る

。

必
須

1
-
2
-
1

新
規

に
栽

培
す

る
茶

園
の

安
全

性
の

確
認

-
 3

 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

①
農

薬
散

布
作

業
の

前
に

、
タ

ン
ク

や
ホ

ー
ス

等
の

散
布

器
具

が
十

分
に

洗
浄

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

点
検

し
て

い
る

。

②
ノ

ズ
ル

や
ホ

ー
ス

の
接

合
部

等
に

問
題

が
な

い
か

チ
ェ

ッ
ク

（
試

運
転

）
を

行
っ

て
か

ら
農

薬
の

散
布

作
業

を
開

始
し

て
い

る
。

①
農

薬
を

正
確

に
計

量
で

き
る

器
具

(秤
)を

使
用

し
て

い
る

｡

②
平

ら
な

場
所

で
正

確
に

希
釈

し
て

い
る

。

①
京

都
府

茶
生

産
協

議
会

発
行

の
｢茶

樹
病

害
虫

防
除

指
針

｣の
使

用
基

準
を

守
っ

て
い

る
。

②
使

用
す

る
時

に
は

、
適

用
農

作
物

（
茶

）
、

適
用

病
害

虫
、

使
用

時
期

(摘
採

前
日

数
)、

使
用

方
法

(散
布

･灌
注

等
)・

希
釈

倍
率

・
使

用
量

・
使

用
回

数
・
総

使
用

回
数

及
び

混
用

可
否

に
つ

い
て

、
最

新
の

情
報

を
確

認
し

て
使

用
し

て
い

る
。

1
-
2
-
7

必
須

農
薬

散
布

機
の

使
用

後
の

充
分

な
洗

浄

農
薬

の
散

布
後

に
は

、
薬

液
タ

ン
ク

･ホ
ー

ス
･噴

頭
･ノ

ズ
ル

等
の

農
薬

が
残

っ
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

箇
所

は
全

て
手

順
を

決
め

て
十

分
に

洗
浄

し
て

い
る

。

1
-
2
-
8

必
須

ド
リ

フ
ト

（
農

薬
飛

散
）
事

故
の

回
避

対
策

（
そ

の
１

）

周
辺

で
栽

培
さ

れ
て

い
る

作
物

の
栽

培
状

況
を

把
握

し
、

そ
こ

か
ら

の
農

薬
の

ド
リ

フ
ト

（
飛

散
）
の

危
険

性
に

つ
い

て
認

識
し

て
い

る
。

1
-
2
-
9

重
要

ド
リ

フ
ト

（
農

薬
飛

散
）
事

故
の

回
避

対
策

（
そ

の
２

）

周
辺

の
生

産
者

と
農

薬
散

布
予

定
の

情
報

交
換

を
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
ド

リ
フ

ト
（
飛

散
）
回

避
対

策
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
情

報
交

換
以

外
の

ド
リ

フ
ト

対
策

に
、

ル
ー

ル
を

決
め

る
な

ど
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

。

1
-
2
-
4

農
薬

散
布

機
の

使
用

前
点

検

必
須

1
-
2
-
5

農
薬

の
正

し
い

計
量

・
希

釈

重
要

1
-
2
-
6

必
須

農
薬

の
使

用
基

準
の

遵
守

-
 4

 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

1
-
2
-
1
0

必
須

農
薬

使
用

を
必

要
最

低
限

に
す

る
取

組

化
学

農
薬

の
使

用
回

数
を

必
要

最
低

限
に

す
る

た
め

の
様

々
な

工
夫

に
基

づ
く
病

害
虫

防
除

を
行

っ
て

い
る

。

①
部

外
者

が
立

ち
入

れ
な

い
よ

う
に

す
る

等
、

盗
難

対
策

が
と

ら
れ

て
い

る
。

②
農

薬
の

保
管

場
所

に
は

、
危

険
性

を
警

告
す

る
表

示
が

あ
り

、
普

通
物

と
毒

劇
物

は
か

な
ら

ず
分

別
し

て
保

管
し

、
毒

劇
物

の
保

管
場

所
に

は
必

ず
施

錠
、

表
示

を
し

て
い

る
。

1
-
2
-
1
2

必
須

農
薬

の
他

容
器

へ
の

移
し

替
え

の
禁

止

農
薬

類
は

、
も

と
も

と
の

容
器

で
き

ち
ん

と
保

管
し

て
お

り
、

ジ
ュ

ー
ス

等
飲

料
の

容
器

に
移

し
替

え
て

は
い

な
い

。

1
-
2
-
1
3

必
須

発
火

性
ま

た
は

引
火

性
の

恐
れ

が
あ

る
農

薬
の

適
切

な
保

管

発
火

性
ま

た
は

引
火

性
の

恐
れ

が
あ

る
農

薬
を

保
管

し
て

い
る

場
合

は
、

農
薬

の
販

売
店

･メ
ー

カ
ー

等
に

保
管

方
法

を
確

認
し

、
そ

の
指

示
に

従
っ

て
保

管
し

て
い

る
。

農
薬

の
適

切
な

保
管

(場
所

)
必

須
1
-
2
-
1
1

-
 5

 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

①
 開

封
し

た
農

薬
は

、
蓋

や
開

け
口

が
き

ち
ん

と
閉

め
ら

れ
て

お
り

、
こ

ぼ
れ

な
い

様
に

し
て

い
る

。

②
農

薬
同

士
が

こ
ぼ

れ
た

際
に

混
ざ

ら
な

い
よ

う
に

、
液

状
の

も
の

は
粉

剤
・
粒

剤
・

水
和

剤
の

上
に

置
か

な
い

、
 も

し
く
は

ト
レ

ー
等

を
利

用
し

て
い

る
。

③
作

物
に

使
用

す
る

も
の

、
作

物
以

外
に

使
用

す
る

も
の

（
除

草
剤

や
非

農
耕

地
に

限
っ

て
使

用
が

許
可

さ
れ

て
い

る
も

の
）
を

分
け

て
保

管
し

、
誤

用
を

回
避

し
て

い
る

。

④
 農

薬
流

出
に

対
処

す
る

た
め

、
開

封
し

た
農

薬
及

び
未

開
封

で
も

破
損

し
易

い
容

器
の

農
薬

に
つ

い
て

は
、

内
容

量
に

あ
っ

た
ト

レ
ー

や
囲

い
を

活
用

し
て

い
る

。
流

出
し

た
農

薬
を

清
掃

す
る

た
め

の
専

用
の

砂
・
ほ

う
き

・
ち

り
と

り
・
ご

み
袋

等
を

用
意

し
て

い
る

。

⑤
冷

涼
・
乾

燥
し

た
場

所
で

保
管

し
て

い
る

。
ま

た
、

ラ
ベ

ル
で

要
求

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
そ

の
温

度
条

件
が

保
た

れ
て

い
る

。

⑥
そ

の
他

ラ
ベ

ル
に

記
載

さ
れ

た
保

管
上

の
注

意
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

指
示

に
従

っ
て

い
る

。

⑦
立

ち
入

り
可

能
な

保
管

庫
の

場
合

、
通

気
性

が
あ

る
。

⑧
ラ

ベ
ル

が
読

め
る

程
度

の
明

る
さ

を
確

保
し

て
い

る
。

⑨
農

薬
及

び
農

薬
準

備
・
使

用
に

必
要

な
器

具
と

、
 そ

れ
以

外
の

肥
料

等
の

資
材

・
摘

採
袋

・
燃

料
・
機

械
・
農

産
物

等
が

接
触

し
な

い
よ

う
に

保
管

し
て

い
る

⑩
農

薬
の

保
管

庫
の

棚
が

農
薬

を
吸

収
・
吸

着
し

な
い

よ
う

な
対

策
を

と
っ

て
い

る
。

1
-
2
-
1
5

必
須

農
薬

の
最

終
有

効
年

月
の

管
理

最
終

有
効

年
月

を
過

ぎ
た

農
薬

や
使

用
禁

止
と

な
っ

た
農

薬
は

安
全

に
保

管
・
管

理
し

、
地

域
の

行
政

や
Ｊ
Ａ

の
指

導
に

従
っ

て
処

分
し

て
い

る
。

農
薬

の
保

管
方

法
【
保

管
上

の
整

理
整

頓
方

法
】

重
要

1
-
2
-
1
4

-
 6

 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

農
薬

を
使

用
す

る
際

は
、

茶
生

産
管

理
台

帳
に

下
記

の
項

目
が

わ
か

る
よ

う
に

記
録

し
て

い
る

。

①
 使

用
場

所
 （

圃
場

の
名

称
ま

た
は

圃
場

番
号

）

②
 使

用
年

月
日

③
 農

薬
の

商
品

名
及

び
有

効
成

分

④
 希

釈
倍

数
と

使
用

量

⑤
 摘

採
日

(摘
採

前
日

数
)

①
 作

業
者

名

②
 使

用
目

的
（
適

用
病

害
虫

・
雑

草
名

）

③
 使

用
方

法
（
散

布
機

等
の

機
械

の
特

定
を

含
む

）

④
 農

薬
使

用
責

任
者

名

1
-
2
-
1
8

重
要

特
殊

肥
料

・
敷

き
草

・
そ

の
他

資
材

の
安

全
性

汚
泥

肥
料

・
堆

肥
等

の
特

殊
肥

料
等

の
資

材
は

、
農

産
物

に
危

害
を

及
ぼ

す
要

因
（
重

金
属

・
化

学
物

質
・
有

害
微

生
物

・
放

射
性

物
質

）
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
使

用
し

て
い

る
。

1
-
2
-
1
9

重
要

肥
料

散
布

機
の

使
用

前
点

検
肥

料
散

布
機

の
使

用
前

点
検

を
行

い
、

散
布

口
の

詰
ま

り
が

無
い

等
を

確
認

す
る

な
ど

し
て

安
全

に
正

確
に

散
布

出
来

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

。

1
-
2
-
2
0

必
須

摘
採

等
の

作
業

の
中

の
危

害
要

因
の

特
定

・
検

討

茶
園

管
理

作
業

の
中

に
あ

る
茶

の
安

心
安

全
を

脅
か

す
リ

ス
ク

を
認

識
す

る
た

め
に

、
作

業
内

容
や

使
用

機
械

、
器

具
を

体
系

化
し

て
整

理
し

、
危

害
要

因
を

検
討

し
て

い
る

。

農
薬

使
用

の
記

録
②

必
須

1
-
2
-
1
6

1
-
2
-
1
7

重
要

農
薬

使
用

の
記

録
①

-
 7

 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

1
-
2
-
2
1

必
須

茶
の

安
全

を
確

保
す

る
対

策
・
ル

ー
ル

・
作

業
手

順
の

決
定

1
-
2
-
2
0
で

認
識

し
た

安
心

安
全

を
脅

か
す

リ
ス

ク
を

防
ぐ

た
め

の
対

策
・
ル

ー
ル

・
作

業
手

順
を

検
討

し
、

各
作

業
工

程
ご

と
に

作
成

し
て

文
書

化
し

て
い

る
。

対
策

・
ル

ー
ル

・
作

業
手

順
は

、
別

表
１

（
P

１
６

）
を

参
考

と
し

て
独

自
の

必
要

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
。

1
-
2
-
2
2

必
須

対
策

・
ル

ー
ル

・
作

業
手

順
の

周
知

と
実

施

1
－

2
－

2
1
で

定
め

た
対

策
･ル

ー
ル

･手
順

を
全

て
の

作
業

者
が

知
っ

て
い

て
、

実
践

し
て

い
る

。

３３
　　

｢｢農農
業業

労労
働働

のの
事事

故故
をを

防防
ぐぐ

たた
めめ

にに
｣｣

番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

1
-
3
-
1

必
須

作
業

に
お

け
る

危
険

箇
所

の
把

握
茶

園
管

理
作

業
を

振
り

返
り

、
ケ

ガ
や

事
故

が
発

生
す

る
恐

れ
の

あ
る

危
険

な
作

業
・

場
所

に
つ

い
て

、
一

覧
表

な
ど

を
作

成
し

て
整

理
し

て
い

る
。

1
-
3
-
2

重
要

事
故

の
防

止
対

策
1
-
3
-
1
で

整
理

し
た

一
覧

表
等

に
基

づ
き

、
事

故
を

防
ぐ

た
め

の
対

策
や

ル
ー

ル
を

作
成

し
て

い
る

。
具

体
例

と
し

て
は

別
表

２
（
P

１
７

）
を

参
考

と
す

る
。

1
-
3
-
3

重
要

事
故

の
防

止
対

策
の

作
業

者
へ

の
周

知
徹

底

1
-
3
-
2
で

決
め

た
対

策
･ル

ー
ル

･手
順

を
、

作
業

者
全

員
が

知
っ

て
い

て
実

践
し

て
い

る
。

危
険

な
作

業
を

実
施

す
る

作
業

者
は

、
下

記
の

条
件

を
満

た
し

て
い

る
。

①
安

全
な

作
業

の
た

め
の

充
分

な
説

明
や

訓
練

を
受

け
た

こ
と

が
記

録
で

分
か

る
。

②
酒

気
帯

び
者

、
薬

剤
を

服
用

し
、

作
業

に
支

障
の

あ
る

者
、

病
人

、
妊

婦
、

年
少

者
、

必
要

な
資

格
を

取
得

し
て

い
な

い
者

に
は

作
業

に
従

事
さ

せ
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

。

③
高

齢
者

の
加

齢
に

伴
う

心
身

機
能

の
変

化
を

ふ
ま

え
た

作
業

分
担

の
配

慮
を

し
て

い
る

。

④
高

所
作

業
や

落
下

物
、

転
倒

の
危

険
が

あ
る

場
所

で
の

作
業

時
に

、
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
着

用
す

る
等

、
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
適

切
な

服
装

・
装

備
を

着
用

し
て

い
る

。

⑤
一

日
あ

た
り

の
作

業
時

間
と

休
憩

取
得

を
設

定
し

て
い

る

危
険

な
作

業
に

対
す

る
作

業
者

の
制

限
重

要
1
-
3
-
4

-
 8

 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

1
-
3
-
5

必
須

公
的

資
格

の
取

得

法
規

制
で

定
め

ら
れ

て
い

る
作

業
の

公
的

資
格

の
保

有
や

講
習

の
修

了
者

が
い

る
こ

と
を

証
明

出
来

る
。

例
：
自

動
車

運
転

免
許

、
危

険
物

取
扱

者
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
運

転
技

能
講

習
等

①
安

全
装

備
の

確
認

、
使

用
前

点
検

、
使

用
後

の
整

備
等

は
機

械
・
設

備
メ

ー
カ

ー
の

説
明

や
取

扱
説

明
書

に
規

定
さ

れ
た

方
法

で
実

施
し

て
い

る
。

②
機

械
・
設

備
の

安
全

を
損

ね
る

よ
う

な
改

造
を

実
施

し
て

い
な

い
。

①
燃

料
類

の
周

辺
は

、
火

気
厳

禁
に

し
て

い
る

。

②
危

険
物

は
､消

防
法

及
び

地
方

公
共

団
体

の
火

災
予

防
条

例
に

定
め

る
指

定
数

量
に

関
す

る
取

り
決

め
を

遵
守

し
て

保
管

し
て

い
る

。
（
別

表
３

（
P

１
８

～
１

９
）
参

照
）

③
適

切
に

消
火

設
備

を
配

置
し

て
い

る
。

④
燃

料
類

は
、

ひ
び

割
れ

や
キ

ャ
ッ

プ
・
栓

の
閉

め
忘

れ
等

が
な

く
、

漏
洩

を
防

止
し

て
保

管
し

て
い

る
。

⑤
内

容
物

に
適

し
た

容
器

を
用

い
て

保
管

し
て

い
る

。

①
使

用
し

な
い

と
き

は
バ

ル
ブ

を
し

っ
か

り
閉

め
て

い
る

。

②
燃

料
タ

ン
ク

・
ポ

リ
タ

ン
ク

等
の

転
倒

防
止

対
策

を
講

じ
て

い
る

。

③
危

険
物

表
示

を
行

っ
て

い
る

。

1
-
3
-
9

必
須

農
薬

散
布

時
の

保
護

衣
･

防
護

具
の

着
用

①
農

薬
使

用
に

あ
た

り
、

作
業

者
は

農
薬

の
ラ

ベ
ル

の
指

示
に

従
っ

て
、

適
切

に
防

護
衣

、
防

護
具

(マ
ス

ク
･ゴ

ー
グ

ル
・
手

袋
等

)
を

着
用

し
て

い
る

。
②

マ
ス

ク
に

つ
い

て
は

、
使

用
回

数
・
期

間
の

指
定

が
あ

る
場

合
に

は
そ

れ
に

従
っ

て
い

る
。

1
-
3
-
1
0

重
要

保
護

衣
・
防

護
具

の
洗

浄
保

護
衣

・
防

護
具

は
、

使
用

後
に

適
切

に
洗

浄
し

て
い

る
。

適
切

な
燃

料
の

保
管

管
理

（
そ

の
2
）

必
須

適
切

な
燃

料
の

保
管

管
理

（
そ

の
1
）

1
-
3
-
7

重
要

1
-
3
-
6

努
力

1
-
3
-
8

安
全

な
農

業
機

械
の

使
用

-
 9

 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

1
-
3
-
1
1

必
須

保
護

衣
・
防

護
具

の
適

切
な

保
管

保
護

衣
と

防
護

具
（
マ

ス
ク

・
ゴ

ー
グ

ル
・
ゴ

ム
手

袋
、

ゴ
ム

長
靴

等
）
は

、
農

薬
お

よ
び

農
産

物
と

接
触

し
な

い
よ

う
保

管
し

て
い

る
。

1
-
3
-
1
2

必
須

労
災

保
険

へ
の

加
入

常
時

雇
用

の
従

業
員

(同
一

生
計

人
は

含
ま

な
い

、
但

し
パ

ー
ト

、
ア

ル
バ

イ
ト

は
含

)
が

い
る

場
合

、
労

災
保

険
に

加
入

し
て

い
る

。
(常

時
雇

用
の

従
業

員
が

、
５

名
未

満
の

個
人

事
業

を
除

く
)

1
-
3
-
1
3

必
須

最
低

賃
金

の
遵

守
従

業
員

・
雇

用
者

の
最

低
賃

金
は

法
律

を
遵

守
し

て
い

る
。

４４
　　

｢｢環環
境境

にに
やや

ささ
しし

いい
茶茶

園園
管管

理理
をを

行行
うう

たた
めめ

にに
｣｣

番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

①
農

薬
の

散
布

液
が

余
る

こ
と

の
無

い
よ

う
、

散
布

面
積

か
ら

必
要

な
量

だ
け

を
調

製
し

て
い

る
。

②
農

薬
の

空
き

容
器

や
調

整
す

る
際

に
使

用
し

た
計

量
カ

ッ
プ

等
は

、
使

用
後

３
回

以
上

す
す

ぎ
、

す
す

い
だ

水
は

散
布

機
の

タ
ン

ク
に

希
釈

用
の

水
の

一
部

と
し

て
戻

し
て

い
る

。

下
記

の
こ

と
を

守
り

、
使

用
し

た
農

薬
が

地
下

水
や

河
川

を
汚

染
し

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

①
必

要
最

低
限

の
農

薬
を

使
用

し
て

い
る

。

②
散

布
残

液
を

適
切

に
処

理
し

て
い

る
。

③
散

布
器

具
の

洗
浄

水
を

適
切

に
処

理
し

て
い

る
。

1
-
4
-
1

必
須

農
薬

散
布

液
の

調
整

方
法

1
-
4
-
2

重
要

農
薬

に
よ

る
水

質
汚

染
の

防
止

-
 1

0
 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

①
周

辺
地

へ
農

薬
の

ド
リ

フ
ト

（
飛

散
）
が

な
い

よ
う

に
、

散
布

方
法

や
風

向
き

・
風

速
な

ど
に

気
を

つ
け

て
散

布
し

て
い

る
。

②
散

布
す

る
際

の
近

隣
住

民
へ

の
事

前
の

周
知

等
を

行
っ

て
い

る
。

農
薬

の
空

容
器

は
下

記
の

こ
と

を
守

っ
て

保
管

し
て

い
る

。

①
空

容
器

の
処

理
と

保
管

は
ラ

ベ
ル

の
指

示
に

従
っ

て
い

る
｡

②
容

器
内

の
農

薬
は

使
い

切
っ

て
い

る
。

③
空

容
器

は
他

の
目

的
に

使
用

し
な

い
。

④
人

間
、

動
物

、
農

産
物

や
包

装
資

材
と

接
触

し
な

い
よ

う
、

環
境

を
汚

染
し

な
い

よ
う

に
安

全
に

保
管

し
て

い
る

｡

農
薬

の
空

容
器

は
下

記
の

こ
と

を
守

っ
て

処
理

し
て

い
る

。

①
地

方
公

共
団

体
の

指
導

に
従

っ
て

処
理

し
て

い
る

。

②
地

方
公

共
団

体
、

農
協

等
に

回
収

・
処

理
サ

ー
ビ

ス
が

あ
れ

ば
、

 そ
れ

を
利

用
す

る
。

必
要

以
上

の
施

肥
に

よ
っ

て
、

地
下

水
や

河
川

を
汚

染
し

な
い

よ
う

に
、

下
記

の
こ

と
を

守
り

、
施

肥
量

の
適

正
化

等
に

留
意

し
て

い
る

。

①
投

入
し

た
堆

肥
等

か
ら

の
肥

料
成

分
を

考
慮

し
て

い
る

。

②
施

肥
基

準
に

則
し

た
施

肥
を

し
て

い
る

。

③
緩

効
性

肥
料

の
利

用
等

を
し

て
い

る
。

1
-
4
-
4

必
須

廃
棄

物
の

減
量

・
分

別
･リ

サ
イ

ク
ル

（
農

薬
の

空
容

器
）

1
-
4
-
5

必
須

廃
棄

物
の

適
正

な
処

理
の

実
施

（
農

薬
の

空
容

器
等

）

肥
料

に
よ

る
水

質
汚

染
の

防
止

農
薬

の
周

辺
住

民
へ

の
影

響
の

回
避

1
-
4
-
6

重
要

1
-
4
-
3

必
須

-
 1

1
 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

生
産

管
理

台
帳

に
下

記
の

内
容

を
記

録
し

て
い

る
。

①
施

肥
し

た
場

所
（
圃

場
の

名
称

ま
た

は
圃

場
番

号
）
と

面
積

②
施

肥
日

③
肥

料
等

の
名

称
と

成
分

④
施

肥
量

⑤
施

肥
方

法
（
散

布
機

械
の

特
定

を
含

む
）

⑥
作

業
者

名

①
茶

園
管

理
作

業
で

出
る

廃
油

・
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

・
植

物
残

渣
・
そ

の
他

の
廃

棄
物

を
把

握
し

、
処

理
方

法
と

保
管

場
所

を
整

理
し

て
い

る
。

②
廃

棄
物

は
地

方
公

共
団

体
の

指
導

に
従

い
、

適
切

に
保

管
･処

理
し

て
い

る
。

③
使

用
済

み
農

業
資

材
を

野
焼

き
、

放
置

、
埋

め
立

て
し

て
い

な
い

。

茶
園

か
ら

出
る

廃
棄

物
（
廃

油
・
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

・
植

物
残

渣
・
そ

の
他

廃
棄

物
）
に

つ
い

て
、

下
記

の
項

目
に

つ
い

て
取

り
組

ん
で

い
る

。

①
廃

棄
物

の
減

量
に

努
め

て
い

る
。

②
決

め
ら

れ
た

場
所

に
分

別
し

て
保

管
し

て
い

る
。

③
リ

サ
イ

ク
ル

の
実

施
（
植

物
残

渣
）
、

リ
サ

イ
ク

ル
の

努
力

（
植

物
残

渣
以

外
）
を

し
て

い
る

。

1
-
4
-
1
0

重
要

外
来

雑
草

の
適

切
な

管
理

堆
厩

肥
を

施
用

す
る

場
合

は
、

未
熟

な
堆

肥
を

使
用

し
て

い
な

い
（
発

酵
熱

に
よ

る
外

来
雑

草
種

子
等

の
殺

滅
に

留
意

し
て

い
る

。
）

1
-
4
-
8

必
須

廃
棄

物
の

適
切

な
保

管
と

処
理

1
-
4
-
9

重
要

廃
棄

物
の

減
量

･分
別

･リ
サ

イ
ク

ル
の

実
施

1
-
4
-
7

必
須

肥
料

の
使

用
に

関
す

る
内

容
の

記
録

・
保

存

-
 1

2
 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

1
-
4
-
1
1

必
須

土
づ

く
り

の
実

践
堆

肥
や

適
切

な
土

壌
改

良
資

材
の

投
入

等
に

よ
り

、
土

づ
く
り

を
行

っ
て

い
る

。

1
-
4
-
1
2

重
要

土
壌

流
出

の
防

止
茶

園
か

ら
の

、
土

壌
や

肥
料

の
流

出
が

考
え

ら
れ

る
場

合
に

は
、

透
水

性
の

改
善

や
敷

き
藁

を
行

う
な

ど
の

流
亡

防
止

対
策

を
と

っ
て

い
る

。

①
不

必
要

な
電

力
消

費
が

な
い

よ
う

管
理

し
て

い
る

。

②
車

の
ア

イ
ド

リ
ン

グ
の

ス
ト

ッ
プ

等
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
実

践
し

て
い

る
。

下
記

の
よ

う
な

鳥
獣

を
引

き
寄

せ
な

い
対

策
､被

害
防

止
対

策
を

実
施

し
て

い
る

。

・
放

任
果

樹
の

伐
採

・
侵

入
防

止
柵

の
設

置

・
追

い
払

い
活

動

５５
　　

｢｢安安
定定

的的
なな

経経
営営

のの
たた

めめ
にに

｣｣

番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

1
-
5
-
1

必
須

登
録

品
種

の
種

苗
の

適
切

な
使

用
許

諾
が

必
要

な
苗

や
穂

木
を

購
入

す
る

際
に

は
、

権
利

者
の

許
諾

を
え

ら
れ

て
い

る
か

購
入

先
に

確
認

を
行

な
っ

て
い

る
。

①
新

た
に

開
発

し
た

技
術

は
特

許
･実

用
新

案
を

申
請

す
る

か
、

秘
匿

化
す

る
か

、
公

開
す

る
か

、
方

針
を

決
め

て
い

る
。

②
新

た
に

育
成

し
た

品
種

は
、

品
種

登
録

を
し

て
い

る
 。

③
新

た
に

ブ
ラ

ン
ド

化
し

た
商

品
名

は
商

標
登

録
し

て
い

る
。

1
-
5
-
2

努
力

知
的

財
産

の
保

護

1
-
4
-
1
4

努
力

適
切

な
鳥

獣
被

害
対

策
の

実
施

1
-
4
-
1
3

努
力

エ
ネ

ル
ギ

ー
節

減
対

策
の

実
践

-
 1

3
 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

①
新

植
や

改
植

を
す

る
場

合
、

苗
の

品
種

名
・
販

売
者

・
購

入
年

月
日

を
記

録
し

て
い

る
。

②
自

ら
育

苗
し

て
い

る
場

合
、

挿
穂

の
出

所
（
圃

場
の

名
称

ま
た

は
圃

場
番

号
）
を

記
録

し
て

い
る

。

①
肥

料
散

布
機

・
農

薬
散

布
機

・
茶

園
管

理
機

等
、

動
力

の
付

い
た

設
備

・
機

械
は

、
年

１
回

以
上

の
定

期
点

検
・
整

備
及

び
必

要
に

応
じ

た
始

業
前

点
検

を
行

い
、

設
備

・
機

械
の

不
良

に
よ

る
労

働
事

故
、

農
産

物
汚

染
、

環
境

汚
染

等
を

防
い

で
い

る
。

②
設

備
･機

械
の

定
期

点
検

、
整

備
及

び
修

理
の

記
録

を
残

し
て

い
る

。

③
外

部
の

点
検

・
整

備
(修

理
を

含
む

)サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
場

合
は

、
整

備
伝

票
等

を
保

管
し

て
い

る
。

①
肥

料
等

の
在

庫
が

台
帳

で
確

認
で

き
る

。

②
肥

料
等

の
購

入
記

録
や

散
布

記
録

に
基

づ
い

て
、

台
帳

に
は

入
庫

ご
と

・
出

庫
ご

と
の

記
録

が
あ

る
。

ま
た

、
記

録
か

ら
実

在
庫

が
確

認
で

き
る

。
但

し
、

計
量

が
困

難
な

肥
料

等
に

つ
い

て
は

、
何

ら
か

の
方

法
で

そ
の

在
庫

を
把

握
す

る
工

夫
を

し
て

い
る

。

①
農

薬
の

在
庫

が
、

台
帳

で
確

認
で

き
る

。

②
農

薬
購

入
記

録
と

農
薬

使
用

記
録

に
基

づ
い

て
、

台
帳

に
は

入
庫

ご
と

・
出

庫
ご

と
の

記
録

が
つ

け
ら

れ
て

お
り

、
記

録
か

ら
実

在
庫

が
確

認
で

き
る

。

③
開

封
さ

れ
た

農
薬

か
ら

先
に

使
用

で
き

る
よ

う
に

管
理

し
て

い
る

。

1
-
5
-
7

必
須

自
己

点
検

の
実

施
宇

治
茶

Ｇ
Ａ

Ｐ
の

自
己

点
検

を
年

に
１

回
以

上
行

っ
て

い
る

。

1
-
5
-
6

重
要

農
薬

の
在

庫
管

理

1
-
5
-
3

必
須

苗
の

購
入

伝
票

等
の

保
存

1
-
5
-
4

重
要

茶
栽

培
機

械
の

適
切

な
保

全
・
整

備

1
-
5
-
5

重
要

肥
料

等
の

在
庫

管
理

-
 1

4
 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

1
-
5
-
8

重
要

信
頼

で
き

る
自

己
点

検
の

実
施

自
己

点
検

は
、

宇
治

茶
G

A
P

を
充

分
に

理
解

し
て

い
る

者
が

行
っ

て
い

る
。

例
え

ば
、

下
記

の
方

法
が

あ
る

。

・
す

で
に

承
認

さ
れ

て
い

る
農

場
の

責
任

者
が

行
う

。
・
宇

治
茶

G
A

P
指

導
員

と
共

同
で

行
う

。
・
宇

治
茶

G
A

P
指

導
員

に
よ

る
充

分
な

指
導

の
も

と
で

、
農

場
の

責
任

者
が

行
う

。
・
宇

治
茶

Ｇ
Ａ

Ｐ
生

産
者

研
修

会
に

参
加

し
て

い
る

。

1
-
5
-
9

必
須

自
己

点
検

か
ら

の
改

善
自

己
点

検
の

結
果

、
取

り
組

め
て

い
な

い
項

目
を

認
識

し
、

改
善

に
向

け
た

取
組

を
検

討
し

て
い

る
｡ま

た
、

そ
の

こ
と

が
記

録
で

分
か

る
。

1
-
5
-
1
0

必
須

記
録

の
保

管
管

理
宇

治
茶

Ｇ
Ａ

Ｐ
で

の
記

録
（
点

検
シ

ー
ト

）
を

、
過

去
３

年
分

以
上

保
管

し
て

い
る

。

1
-
5
-
1
1

重
要

訪
問

者
に

対
す

る
注

意
喚

起
家

族
、

従
業

員
以

外
の

外
来

者
に

対
し

て
も

、
Ｇ

Ａ
Ｐ

で
定

め
た

ル
ー

ル
を

説
明

の
上

、
守

っ
て

も
ら

っ
て

い
る

。

1
-
5
-
1
2

必
須

従
業

員
と

の
労

働
上

の
基

本
的

な
事

項
に

関
す

る
誓

約
書

の
取

り
交

わ
し

従
業

員
に

対
し

て
、

労
働

上
の

基
本

的
な

事
項

に
関

す
る

誓
約

書
の

取
り

交
わ

し
、

ル
ー

ル
を

守
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
。

-
 1

5
 -



別別
表表

１１
    

11
--
22
--
22
11
　　

茶茶
のの

安安
全全

をを
確確

保保
すす

るる
対対

策策
・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
のの

例例
（（
摘摘

採採
・・
被被

覆覆
・・
生生

葉葉
運運

搬搬
等等

））

NN
oo
..

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

・
摘

採
容

器
(袋

・
か

ご
）
中

に
、

古
葉

や
異

物
が

残
存

し
て

い
な

い
か

確
認

を
す

る
。

対対
策策

・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
（（
具具

体体
例例

））

・
新

し
い

被
覆

資
材

を
導

入
す

る
場

合
は

、
臭

気
の

な
い

も
の

な
ど

、
安

全
な

素
材

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。

・
劣

化
し

た
被

覆
資

材
は

、
使

わ
な

い
よ

う
に

す
る

（
異

物
混

入
防

止
）
。

・
被

覆
資

材
を

は
ず

す
際

、
ピ

ン
チ

が
茶

園
に

残
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

・
摘

採
す

る
圃

場
が

、
散

布
し

た
農

薬
の

摘
採

前
日

数
の

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

か
ら

摘
採

を
す

る
。

・
摘

採
袋

は
、

定
期

的
に

洗
浄

等
し

て
衛

生
的

に
保

管
す

る
。

・
摘

採
袋

に
、

土
や

石
等

の
異

物
が

付
着

し
な

い
よ

う
に

対
策

を
と

る
。

・
摘

採
機

の
ボ

ル
ト

・
ネ

ジ
・
錆

・
塗

装
片

・
摘

採
残

渣
等

の
異

物
等

が
生

葉
に

混
入

し
な

い
よ

う
に

対
策

を
と

る
。

・
茶

株
面

等
の

ご
み

・
落

ち
葉

・
雑

草
の

刈
り

込
み

・
土

埃
等

が
摘

採
生

葉
に

混
入

し
な

い
よ

う
に

対
策

を
す

る
。

・
作

業
者

の
所

有
物

・
服

装
か

ら
の

異
物

が
混

入
し

な
い

よ
う

に
対

策
を

と
る

。
（
タ

バ
コ

・
軍

手
・
タ

オ
ル

・
携

帯
電

話
・
ペ

ン
等

）

・
茶

葉
に

触
れ

る
可

能
性

の
あ

る
部

分
に

使
用

す
る

潤
滑

油
は

、
食

品
専

用
の

タ
イ

プ
を

使
用

す
る

。

・
燃

料
タ

ン
ク

か
ら

の
燃

料
漏

れ
が

な
い

よ
う

に
対

策
を

と
る

。

・
給

油
時

に
茶

園
に

燃
料

が
か

か
ら

な
い

よ
う

に
対

策
を

と
る

。

・
生

葉
運

搬
用

の
ト

ラ
ッ

ク
の

荷
台

は
、

清
潔

に
す

る
。

・
生

葉
は

摘
採

袋
や

荷
台

に
無

理
に

詰
め

込
み

過
ぎ

な
い

よ
う

に
し

、
保

護
シ

ー
ト

を
か

け
る

等
し

て
、

速
や

か
に

茶
工

場
へ

搬
送

す
る

。

・
靴

底
に

付
着

し
た

泥
・
砂

利
等

が
混

入
し

な
い

よ
う

に
対

策
を

と
る

。

・
生

葉
投

入
口

付
近

の
地

面
の

石
・
砂

利
等

の
異

物
が

混
入

し
な

い
よ

う
に

対
策

を
と

る
。

・
摘

採
袋

は
、

農
薬

･肥
料

･油
類

か
ら

の
汚

染
を

防
止

で
き

る
場

所
に

保
管

す
る

。

・
茶

工
場

へ
搬

入
前

に
、

農
家

の
倉

庫
内

で
一

旦
生

葉
を

あ
け

て
調

整
す

る
場

合
に

は
、

農
薬

・
肥

料
・
油

類
か

ら
の

汚
染

を
防

止
で

き
る

場
所

で
実

施
す

る
。

ま
た

、
シ

ー
ト

や
掃

き
込

み
用

の
箒

・
箕

は
、

衛
生

的
で

異
物

混
入

が
防

止
出

来
る

も
の

を
使

用
し

、
ほ

う
き

等
で

、
材

質
の

劣
化

し
た

も
の

は
取

り
替

え
る

。

-
 1

6
 -



別別
表表

２２
　　

11
--
33
--
22
農農

業業
労労

働働
のの

事事
故故

をを
防防

止止
すす

るる
対対

策策
・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
のの

例例

NN
oo
..

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

・
生

葉
の

搬
送

時
に

は
、

摘
採

袋
が

落
下

し
な

い
よ

う
に

、
保

護
シ

ー
ト

等
で

し
っ

か
り

と
固

定
す

る
。

対対
策策

・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
（（
例例

））

・
乗

用
型

管
理

機
の

積
み

降
ろ

し
時

に
、

転
落

や
横

転
を

防
止

す
る

対
策

を
と

る
。

・
乗

用
型

管
理

機
の

搬
送

時
に

、
転

落
、

横
転

、
及

び
他

の
車

と
の

接
触

を
回

避
す

る
対

策
を

と
る

。

・
段

差
、

崖
及

び
防

霜
フ

ァ
ン

等
の

障
害

物
の

あ
る

場
所

を
十

分
に

認
識

し
た

作
業

を
行

う
。

・
圃

場
の

傾
斜

を
考

慮
し

た
機

械
操

作
を

行
う

。

・
作

業
を

中
断

し
て

機
械

調
整

や
異

物
除

去
を

す
る

場
合

は
、

必
ず

エ
ン

ジ
ン

を
切

っ
て

実
施

す
る

。

・
安

全
走

行
に

留
意

す
る

。

・
油

類
は

、
ひ

び
割

れ
や

キ
ャ

ッ
プ

・
栓

の
閉

め
忘

れ
等

が
な

く
、

漏
洩

を
防

止
し

て
保

管
す

る
。

ま
た

、
漏

洩
し

た
場

合
に

備
え

て
、

布
切

れ
等

を
常

備
す

る
。

・
油

類
の

周
辺

は
、

火
気

厳
禁

に
す

る
。

・
は

し
ご

や
脚

立
を

使
用

す
る

場
合

は
、

落
下

防
止

対
策

を
と

る
。

・
小

屋
内

で
つ

ま
ず

か
な

い
よ

う
に

整
理

整
頓

し
、

十
分

な
明

る
さ

を
確

保
す

る
。

・
危

険
性

を
喚

起
す

る
表

示
を

す
る

。

-
 1

7
 -



別表３　対応番号１－２－１３　　危険物該当薬剤一覧　　　2017年1月現在

商品名(仮名) 指定数量 消防法類別 消防法品名 消防法性状

ｻﾌﾞﾏｰｼﾞ 400ℓ 第1石油類

防虫菊乳 1000ℓ 第2石油類

ｱﾌﾟﾛｰﾁBI

ﾆｰｽﾞ

ﾊｲﾃﾝﾊﾟﾜｰ

ﾗﾋﾞﾃﾞﾝ3S

ﾐｯｸｽﾊﾟﾜｰ

ｱｸﾞﾘﾒｯｸ

ｽﾐﾁｵﾝ乳

ﾀﾞｰｽﾞﾊﾞﾝ乳

ｱｸﾃﾘｯｸ乳

ｴﾙｻﾝ乳

ﾄｸﾁｵﾝ乳剤

ｽﾌﾟﾗｻｲﾄﾞ乳40

ｶﾙﾎｽ乳

ｱﾃﾞｨｵﾝ乳

ｽﾐﾛﾃﾞｨｰ乳

ﾛﾃﾞｨｰ乳

ﾄﾚﾎﾞﾝ乳

ﾉｰﾓﾙﾄ乳

ｱﾀﾌﾞﾛﾝ乳

ｵﾏｲﾄ乳

ﾐﾙﾍﾞﾉｯｸ乳

ﾈﾏﾓｰﾙ乳

D-D

ｱﾌｧｰﾑ乳

ﾏｯﾁ乳

ﾃﾞｨ･ﾄﾗﾍﾟｯｸｽ油

ﾄﾚﾌｧﾉｻｲﾄﾞ乳

DC油剤

ｱｲﾔｰｴｰｽ

ｸｲｯｸﾀｯﾁ

ﾃﾃﾞｵﾝ乳

ﾃﾛﾝ

ﾊﾞｲｽﾛｲﾄﾞ乳

ｻｻﾗ

ｱﾆｷ乳

ﾓｽﾋﾟﾗﾝSL液

まくぴか

ｴﾝｾﾀﾞﾝ乳

ｶｽｹｰﾄﾞ乳

ｽﾌﾟﾚｰｵｲﾙ

水溶性

非水溶性2000ℓ

第四類

第3石油類

2000ℓ

第2石油類

1000ℓ 非水溶性

4000ℓ 水溶性

- 18 -



商品名(仮名) 指定数量 消防法類別 消防法品名 消防法性状

ﾗﾋﾞｻﾝｽﾌﾟﾚｰ

ﾄﾓﾉｰﾙS

ﾊﾏｷｺﾝ-N

ﾊﾁﾊﾁ乳

ｱﾀｯｸｵｲﾙ

ｴｱｰﾀｯｸ乳

ｶﾞｰﾄﾞﾎｰﾌﾟ液

ｻﾌﾞﾘﾅﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾛﾝ乳

ﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ

ﾎﾞﾀﾆｶﾞｰﾄﾞES

ﾘﾉｰｴｰｽ

ﾜｲﾄﾞｺｰﾄ

ﾏｼﾝ油乳95%

ｱｰﾘｰｾｰﾌ

ｻﾝｸﾘｽﾀﾙ乳 動植物油類

ｽﾐﾁｵﾝ乳70 100kg 第五類 第2種自己反応性物質(ﾆﾄﾛ化合物） 非水溶性

※利用にあたっては、最新情報を確認してご使用ください。

非水溶性

6000ℓ
第4石油類 非水溶性

2000ℓ

第四類

第3石油類

- 19 -



製
茶

工
場

編

工
場

責
任

者
：

製
茶

機
械

管
理

責
任

者
：

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
責

任
者

：

出
荷

責
任

者
：

-
 2

0
 -



製製
茶茶

工工
場場

編編

１１
　　

「「
製製

茶茶
作作

業業
のの

工工
程程

管管
理理

のの
たた

めめ
にに

」」

番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

宇
治

茶
G

A
P

に
取

り
組

む
基

礎
的

な
情

報
と

し
て

、
工

場
主

が
茶

工
場

に
つ

い
て

下
記

の
最

新
情

報
を

把
握

し
て

い
る

。

①
茶

工
場

の
名

称

②
茶

工
場

の
所

在
地

③
製

造
品

目
（
も

み
茶

・
て

ん
茶

）
と

最
大

生
葉

処
理

量
/
時

間

④
茶

工
場

周
辺

の
状

況
が

分
か

る
見

取
り

図

⑤
茶

工
場

の
レ

イ
ア

ウ
ト

図
（
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
水

の
関

連
設

備
、

製
造

設
備

・
機

械
、

資
材

・
工

具
・
油

類
・
掃

除
用

具
等

の
置

場
、

入
出

荷
口

、
出

入
口

、
靴

の
履

き
替

え
場

所
、

休
憩

・
喫

煙
場

所
、

飲
食

場
所

、
ト

イ
レ

、
更

衣
場

所
、

手
洗

場
、

廃
棄

物
置

場
等

）

2
-
1
-
2

必
須

責
任

と
権

限

下
記

の
責

任
者

を
決

め
て

工
場

運
営

に
取

り
組

み
、

組
織

表
で

役
割

を
明

確
に

し
て

い
る

。

①
工

場
責

任
者

②
製

茶
機

械
管

理
責

任
者

③
エ

ネ
ル

ギ
ー

管
理

責
任

者
④

出
荷

責
任

者

2
-
1
-
1

必
須

茶
工

場
の

基
本

的
情

報

-
 2

1
 -



２２
　　

「「
安安

心心
安安

全全
なな

茶茶
製製

造造
をを

行行
うう

たた
めめ

にに
」」

番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

2
-
2
-
1

必
須

食
品

衛
生

に
関

す
る

管
理

運
営

基
準

の
理

解

製
茶

工
場

は
食

品
製

造
工

場
で

あ
る

こ
と

を
意

識
し

て
、

衛
生

的
な

管
理

を
心

が
け

て
い

る
。

2
-
2
-
2

必
須

製
造

工
程

の
明

確
化

と
危

害
要

因
の

特
定

と
検

討

生
葉

の
受

入
～

荒
茶

の
運

送
・
引

渡
し

ま
で

の
製

茶
工

場
に

お
け

る
製

造
工

程
を

文
書

化
し

て
整

理
し

、
特

に
重

点
管

理
す

べ
き

危
害

要
因

が
あ

る
か

を
検

討
す

る
中

で
、

見
い

だ
し

た
危

害
要

因
を

な
く
し

て
、

茶
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
の

対
策

・
ル

ー
ル

・
作

業
手

順
を

各
工

程
ご

と
に

作
成

し
て

文
書

化
（
表

示
・
掲

示
で

も
良

い
）
し

て
い

る
。

①
生

葉
の

受
入

～
荒

茶
の

出
荷

ま
で

の
、

製
茶

工
程

を
文

書
化

（
ま

た
は

図
示

）
し

て
整

理
し

て
い

る
。

②
ま

た
、

そ
の

工
程

中
に

食
品

の
安

全
に

関
し

て
、

特
に

重
点

的
に

管
理

す
る

と
こ

ろ
が

あ
る

か
を

検
討

し
、

別
表

４
を

参
考

に
危

害
要

因
を

無
く
す

対
策

・
ル

ー
ル

を
作

成
し

て
い

る
。

③
②

で
定

め
た

対
策

・
ル

ー
ル

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
実

施
状

況
を

工
場

責
任

者
が

確
認

し
て

い
る

2
-
2
-
3

必
須

対
策

・
ル

ー
ル

・
作

業
手

順
の

周
知

と
実

施
2
-
2
-
2
で

定
め

た
対

策
・
ル

ー
ル

・
手

順
を

作
業

者
全

員
に

周
知

、
指

導
し

て
い

る
。

①
作

業
者

の
衛

生
管

理
の

実
施

に
つ

い
て

取
り

組
ん

で
い

る

②
製

茶
工

場
に

お
け

る
衛

生
的

な
水

の
使

用
に

取
り

組
ん

で
い

る

③
手

洗
い

設
備

や
ト

イ
レ

設
備

の
確

保
と

そ
の

設
備

の
衛

生
管

理
を

実
施

し
て

い
る

④
荒

茶
製

造
に

使
用

す
る

機
械

・
器

具
類

の
衛

生
的

な
補

完
・
取

扱
・
洗

浄
を

実
施

し
て

い
る

⑤
製

茶
工

場
、

荒
茶

保
管

施
設

と
し

て
適

切
な

施
設

・
設

備
を

確
保

し
、

衛
生

管
理

を
実

施
し

て
い

る

⑥
荒

茶
製

造
時

の
汚

染
や

異
物

混
入

を
防

止
す

る
対

策
を

実
施

し
て

い
る

３３
　　

「「
農農

業業
労労

働働
のの

事事
故故

をを
防防

ぐぐ
たた

めめ
にに

」」

番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

2
-
3
-
1

必
須

作
業

に
お

け
る

危
険

箇
所

の
把

握

製
茶

工
場

内
に

お
い

て
作

業
者

の
ケ

ガ
や

事
故

が
発

生
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
危

険
な

作
業

・
危

険
な

場
所

に
つ

い
て

一
覧

表
な

ど
で

整
理

し
て

い
る

。
作

業
内

容
・
作

業
手

順
・
機

械
に

変
更

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
一

覧
表

を
修

正
し

て
い

る
。

作
業

に
お

け
る

作
業

者
や

作
業

場
の

衛
生

管
理

に
つ

い
て

2
－

2
－

4
必

須

-
 2

2
 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

2
-
3
-
2

重
要

事
故

の
防

止
対

策
2
-
3
-
1
で

整
理

し
た

一
覧

表
に

基
づ

き
、

事
故

を
防

ぐ
た

め
の

対
策

・
ル

ー
ル

・
作

業
を

作
成

し
て

い
る

。
対

策
や

ル
ー

ル
の

設
定

の
具

体
例

と
し

て
は

、
別

表
５

を
参

考
と

し
、

実
状

に
応

じ
て

独
自

の
対

策
も

考
え

る
。

①
工

場
内

で
作

業
を

行
う

全
員

に
対

し
て

、
対

策
や

ル
ー

ル
を

周
知

し
て

い
る

。

②
危

険
性

の
あ

る
箇

所
・
作

業
に

は
、

作
業

員
に

注
意

喚
起

を
促

す
表

示
を

し
て

い
る

。

③
作

業
者

の
間

で
事

故
に

な
り

か
ね

な
い

危
険

な
事

例
の

情
報

を
共

有
し

て
い

る
。

④
機

械
類

の
誤

操
作

を
防

ぐ
対

策
を

と
っ

て
い

る
（
カ

バ
ー

設
置

等
）
。

①
茶

工
場

の
作

業
者

に
つ

い
て

、
労

働
安

全
の

観
点

か
ら

、
充

分
な

教
育

訓
練

を
受

け
た

こ
と

が
記

録
で

分
か

る
。

②
作

業
は

、
酒

気
帯

び
者

・
薬

剤
を

服
用

し
作

業
に

支
障

の
あ

る
者

・
病

人
・
妊

婦
・

年
少

者
・
必

要
な

資
格

を
取

得
し

て
い

な
い

者
に

は
従

事
さ

せ
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

。

③
高

齢
者

に
対

す
る

作
業

分
担

の
配

慮
を

し
て

い
る

。

④
高

所
作

業
や

落
下

物
が

あ
る

場
所

で
の

作
業

時
に

ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

着
用

す
る

な
ど

、
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
適

切
な

服
装

・
装

備
を

着
用

し
て

い
る

。

⑤
一

日
あ

た
り

の
作

業
時

間
と

休
憩

の
取

得
を

設
定

し
て

い
る

。

2
-
3
-
5

必
須

労
働

安
全

衛
生

に
関

す
る

公
的

資
格

・
講

習

法
規

制
で

必
要

と
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
労

働
安

全
に

影
響

す
る

作
業

に
お

け
る

公
的

資
格

の
保

有
、

ま
た

は
講

習
を

終
了

し
た

こ
と

が
証

明
で

き
る

。

2
-
3
-
3

重
要

事
故

防
止

対
策

の
作

業
者

へ
の

周
知

徹
底

2
-
3
-
4

重
要

危
険

な
作

業
に

対
す

る
作

業
者

の
制

限

-
 2

3
 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

①
安

全
装

置
の

確
認

、
使

用
前

点
検

、
使

用
後

の
整

備
等

は
、

機
械

・
設

備
メ

ー
カ

ー
の

説
明

や
取

扱
説

明
書

に
規

定
さ

れ
た

方
法

で
実

施
し

、
記

録
を

つ
け

て
い

る
。

②
機

械
・
設

備
の

安
全

を
損

ね
、

作
業

員
に

労
働

事
故

が
起

こ
る

よ
う

な
改

造
を

実
施

し
て

い
な

い
。

③
ボ

イ
ラ

ー
設

置
な

ど
、

必
要

な
場

合
は

届
け

出
を

行
い

、
取

扱
作

業
主

任
者

を
設

置
し

て
い

る

①
燃

料
類

の
周

辺
は

、
火

気
厳

禁
に

し
て

い
る

。

②
危

険
物

は
、

消
防

法
及

び
地

方
公

共
団

体
の

火
災

予
防

条
例

に
定

め
る

指
定

数
量

に
関

す
る

取
り

決
め

を
遵

守
し

て
保

管
し

て
い

る
。

③
適

正
な

場
所

に
消

火
器

を
配

置
し

て
い

る
。

④
燃

料
類

は
、

ひ
び

割
れ

や
キ

ャ
ッ

プ
・
栓

の
閉

め
忘

れ
等

が
な

く
、

漏
洩

を
防

止
し

て
保

管
し

て
い

る
。

⑤
燃

料
類

は
、

内
容

物
に

適
し

た
容

器
を

用
い

て
保

管
し

て
い

る
。

①
使

用
し

な
い

時
は

バ
ル

ブ
を

し
っ

か
り

閉
め

て
い

る
。

②
燃

料
タ

ン
ク

等
の

転
倒

防
止

対
策

を
講

じ
て

い
る

。

③
危

険
物

表
示

を
行

っ
て

い
る

.

2
-
3
-
9

必
須

労
災

保
険

へ
の

加
入

常
時

雇
用

の
従

業
員

が
い

る
場

合
、

労
災

保
険

に
加

入
し

て
い

る
。

（
常

時
雇

用
の

従
業

員
が

５
名

未
満

の
個

人
事

業
を

除
く
）

2
-
3
-
1
0

必
須

最
低

賃
金

の
遵

守
従

業
員

・
雇

用
者

の
最

低
賃

金
は

、
法

律
を

遵
守

し
て

い
る

。

重
要

安
全

な
農

業
機

械
の

使
用

（
日

常
的

に
使

用
す

る
機

械
・
設

備
の

日
常

点
検

）

2
-
3
-
8

努
力

適
切

な
燃

料
の

保
管

管
理

(そ
の

２
）

適
切

な
燃

料
の

保
管

管
理

(そ
の

１
）

必
須

2
-
3
-
7

2
-
3
-
6

-
 2

4
 -



４４
　　

「「
環環

境境
にに

やや
ささ

しし
いい

茶茶
製製

造造
をを

行行
うう

たた
めめ

にに
」」

番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

①
廃

油
・
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

・
そ

の
他

環
境

を
汚

染
す

る
可

能
性

の
あ

る
廃

棄
物

を
、

保
管

場
所

を
決

め
て

適
切

に
保

管
し

て
い

る
。

②
廃

棄
物

は
、

地
方

公
共

団
体

の
指

導
に

従
い

、
適

切
に

処
理

し
て

い
る

。

③
使

用
済

み
農

業
資

材
を

、
野

焼
き

、
放

置
、

埋
め

立
て

し
て

い
な

い
。

2
-
4
-
2

重
要

廃
棄

物
の

減
量

・
分

別
・
リ

サ
イ

ク
ル

製
茶

工
場

か
ら

出
る

廃
棄

物
に

つ
い

て
、

下
記

の
項

目
等

に
つ

い
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

・
廃

棄
物

の
減

量
に

努
め

て
い

る
。

・
決

め
ら

れ
た

場
所

に
分

別
し

て
保

管
し

て
い

る
。

・
リ

サ
イ

ク
ル

の
努

力
を

し
て

い
る

。

2
-
4
-
3

努
力

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
把

握
電

気
・
ガ

ス
・
重

油
等

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
を

把
握

し
、

節
約

に
役

立
て

て
い

る
。

2
-
4
-
4

重
要

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
努

力

機
械

や
施

設
を

使
用

す
る

際
に

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

工
夫

を
し

て
い

る
。

（
取

り
組

み
例

）
・
機

械
・
器

具
の

適
切

な
点

検
整

備
と

施
設

の
破

損
箇

所
の

補
修

を
し

て
い

る
。

・
作

業
工

程
を

見
直

し
、

作
業

効
率

を
上

げ
る

。
・
不

要
な

照
明

は
消

灯
す

る
。

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

の
高

い
機

械
・
施

設
を

選
択

す
る

。

2
-
4
-
1

必
須

廃
棄

物
の

適
切

な
保

管
と

処
理

-
 2

5
 -



５５
　　

「「
安安

定定
的的

なな
経経

営営
のの

たた
めめ

にに
」」

番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

①
茶

工
場

関
連

の
設

備
・
ボ

イ
ラ

ー
や

製
茶

機
械

等
の

機
械

類
は

、
年

１
回

以
上

の
定

期
点

検
・
整

備
、

及
び

必
要

に
応

じ
て

始
業

前
点

検
を

行
っ

て
お

り
、

設
備

・
機

械
の

不
良

に
よ

る
労

働
事

故
、

農
産

物
汚

染
、

環
境

汚
染

等
を

防
い

で
い

る
。

②
設

備
・
機

械
の

定
期

点
検

・
整

備
及

び
修

理
の

記
録

を
残

し
て

い
る

。

③
外

部
の

点
検

・
整

備
（
修

理
を

含
む

）
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
る

場
合

は
、

整
備

伝
票

等
を

保
管

し
て

い
る

。

2
-
5
-
2

必
須

自
己

点
検

の
実

施
宇

治
茶

Ｇ
Ａ

Ｐ
の

自
己

点
検

を
年

1
回

以
上

行
っ

て
い

る
。

2
-
5
-
3

重
要

信
頼

で
き

る
自

己
点

検

自
己

点
検

は
、

宇
治

茶
Ｇ

Ａ
Ｐ

を
充

分
に

理
解

し
て

い
る

者
が

行
っ

て
い

る
。

例
え

ば
下

記
の

方
法

が
あ

る
。

・
宇

治
茶

G
A

P
生

産
者

研
修

会
に

参
加

す
る

。
・
宇

治
茶

Ｇ
Ａ

Ｐ
指

導
員

と
共

同
で

行
う

。
・
宇

治
茶

Ｇ
Ａ

Ｐ
指

導
員

に
よ

る
充

分
な

指
導

の
下

で
責

任
者

が
行

う
。

2
-
5
-
4

必
須

自
己

点
検

か
ら

の
改

善

自
己

点
検

の
結

果
、

取
り

組
め

て
い

な
い

項
目

を
認

識
し

、
改

善
に

向
け

た
取

組
を

検
討

し
て

い
る

。
ま

た
、

そ
の

こ
と

が
記

録
で

分
か

る
。

2
-
5
-
5

必
須

記
録

の
保

管
管

理
・
期

間

宇
治

Ｇ
Ａ

Ｐ
に

関
す

る
記

録
（
宇

治
茶

G
A

P
点

検
シ

ー
ト

、
台

帳
な

ど
）
に

つ
い

て
、

以
下

の
期

間
保

存
し

て
い

る
①

茶
の

出
荷

に
関

す
る

記
録

に
つ

い
て

は
、

３
年

間
②

ボ
イ

ラ
ー

の
自

主
点

検
に

関
す

る
記

録
に

つ
い

て
は

、
3
年

間
③

①
、

②
以

外
の

記
録

に
つ

い
て

は
取

引
先

か
ら

の
情

報
提

供
の

求
め

に
対

応
す

る
た

め
必

要
な

期
間

2
-
5
-
1

重
要

茶
工

場
の

設
備

・
機

械
の

適
切

な
保

全 （
設

備
・
機

械
の

定
期

点
検

に
つ

い
て

）

-
 2

6
 -



番番
号号

レレ
ベベ

ルル
項項

　　
　　

目目
取取

　　
　　

組組
　　

　　
事事

　　
　　

項項
取取

りり
組組

んん
でで

いい
るる

取取
りり

組組
めめ

てて
いい

なな
いい

当当
てて

はは
まま

らら
なな

いい

搬
入

さ
れ

た
生

葉
に

つ
い

て
、

遡
っ

て
調

べ
ら

れ
る

よ
う

、
下

記
の

内
容

を
記

録
し

て
い

る
。

②
ほ

場
番

号
ま

た
は

ほ
場

名
③

茶
種

名
④

摘
採

方
法

⑤
茶

工
場

受
入

日
⑥

生
葉

受
入

数
量

⑦
残

留
農

薬
検

査
を

し
た

場
合

、
そ

の
結

果
荒

茶
の

出
荷

に
つ

い
て

下
記

の
内

容
を

記
録

し
て

い
る

。

①
出

荷
先

②
出

荷
日

③
茶

種
名

④
出

荷
数

量
⑤

荒
茶

製
造

ロ
ッ

ト
⑥

残
留

農
薬

検
査

を
し

た
場

合
そ

の
結

果
荒

茶
製

造
番

号
ご

と
に

、
生

葉
の

受
け

入
れ

記
録

を
特

定
す

る
た

め
に

、
荒

茶
製

造
ご

と
に

下
記

の
内

容
を

記
録

し
て

い
る

。

①
荒

茶
製

造
番

号

②
荒

茶
製

造
日

③
荒

茶
製

造
数

量

④
荒

茶
製

造
に

使
用

し
た

生
葉

受
入

ロ
ッ

ト

2
-
5
-
9

重
要

訪
問

者
に

対
す

る
注

意
喚

起
設

備
修

理
業

者
、

見
学

者
等

の
外

来
者

に
対

し
て

も
、

安
心

安
全

な
茶

づ
く
り

、
農

業
労

働
事

故
防

止
、

環
境

へ
の

配
慮

上
必

要
な

対
策

を
伝

達
し

て
入

場
さ

せ
て

い
る

。

２
-
5
-
1
0

必
須

従
業

員
と

の
労

働
上

の
基

本
的

な
事

項
に

関
す

る
誓

約
書

の
取

り
交

わ
し

従
業

員
に

対
し

て
、

労
働

上
の

基
本

的
な

事
項

に
関

す
る

誓
約

書
の

取
り

交
わ

し
、

ル
ー

ル
を

守
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
。

2
-
5
-
7

必
須

荒
茶

の
出

荷
と

製
造

情
報

の
つ

な
が

り

搬
入

生
葉

と
生

葉
摘

採
情

報
の

つ
な

が
り

必
須

2
-
5
-
6

2
-
5
-
8

必
須

荒
茶

の
製

造
と

搬
入

生
葉

情
報

の
つ

な
が

り

-
 2

7
 -



別別
表表

４４
：：

　　
２２

－－
２２

－－
２２

一一
般般

衛衛
生生

管管
理理

ポポ
イイ

ンン
トト

（（
農農

産産
物物

のの
安安

全全
をを

確確
保保

すす
るる

対対
策策

・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
のの

例例
））

項項
目目

内内
容容

対対
策策

・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
のの

例例

生
葉

コ
ン

テ
ナ

や
ボ

イ
ラ

ー
及

び
茶

葉
と

接
す

る
機

械
設

備
の

洗
浄

に
使

用
す

る
水

、
及

び
作

業
員

の
手

洗
い

に
使

用
す

る
水

が
､水

道
水

以
外

の
場

合
に

は
、

公
的

検
査

機
関

､ま
た

は
厚

生
労

働
大

臣
が

指
定

す
る

検
査

機
関

に
依

頼
し

て
、

年
１

回
以

上
の

水
質

検
査

を
受

け
、

飲
用

可
の

水
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

そ
の

記
録

を
保

管
し

て
い

る
。

水
を

殺
菌

･浄
水

し
て

使
用

し
て

い
る

場
合

に
は

、
殺

菌
･浄

水
装

置
の

作
動

状
況

を
１

日
１

回
以

上
点

検
し

、
そ

の
記

録
を

保
管

し
て

い
る

。

貯
水

槽
を

使
用

し
て

い
る

場
合

は
、

定
期

的
に

清
掃

し
清

潔
に

し
て

い
る

。
法

令
に

定
め

ら
れ

て
い

る
場

合
は

、
水

質
検

査
を

実
施

し
そ

の
記

録
を

保
管

し
て

い
る

。

茶
工

場
外

部
か

ら
の

工
場

内
部

へ
の

、
ね

ず
み

族
･昆

虫
及

び
鳥

獣
類

の
進

入
を

防
止

す
る

対
策

を
取

っ
て

い
る

。
例

：
穴

や
隙

間
を

塞
ぐ

、
開

放
厳

禁
の

措
置

、
網

戸
･ネ

ッ
ト

･ト
ラ

ッ
プ

の
設

置
、

光
の

管
理

等
。

但
し

、
忌

避
材

を
使

用
す

る
場

合
に

は
、

食
品

衛
生

に
影

響
の

な
い

方
法

で
実

施
す

る
。

ね
ず

み
、

昆
虫

及
び

鳥
獣

類
の

棲
家

・
繁

殖
場

所
と

な
る

可
能

性
の

あ
る

場
所

は
、

清
潔

な
状

態
に

し
て

い
る

。
特

に
飲

食
を

す
る

場
所

や
茶

埃
の

堆
積

し
や

す
い

場
所

の
管

理
に

注
意

を
払

っ
て

い
る

。

ね
ず

み
･昆

虫
の

発
生

し
や

す
い

場
所

を
選

定
し

て
、

粘
着

性
捕

獲
器

等
を

セ
ッ

ト
し

て
い

る
。

設
置

状
況

と
捕

獲
状

況
に

つ
い

て
年

２
回

以
上

記
録

し
て

保
管

し
て

い
る

。

捕
獲

状
況

か
ら

対
策

の
見

直
し

が
必

要
な

場
合

に
は

実
施

し
て

い
る

。

駆
除

が
必

要
な

場
合

に
は

、
食

品
衛

生
に

影
響

の
な

い
方

法
で

駆
除

を
行

っ
て

い
る

｡（
殺

鼠
剤

等
の

薬
剤

を
使

用
す

る
場

合
に

は
保

健
所

に
相

談
す

る
）

工
場

で
使

用
す

る
水

に
関

す
る

項
目

工
場

へ
の

有
害

鳥
獣

他
の

侵
入

、
駆

除
に

関
す

る
項

目

-
 2

8
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項項
目目

内内
容容

対対
策策

・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
のの

例例

屋
外

の
排

水
溝

及
び

廃
水

枡
は

、
定

期
的

に
清

掃
し

て
い

る
。

茶
工

場
周

辺
の

植
栽

は
、

昆
虫

・
小

動
物

を
誘

引
し

な
い

よ
う

に
管

理
し

て
い

る
。

工
場

周
辺

に
昆

虫
の

発
生

し
易

い
水

溜
り

が
放

置
さ

れ
て

い
な

い
。

工
場

周
辺

で
除

草
剤

・
防

虫
剤

・
そ

の
他

の
化

学
物

質
を

使
用

す
る

場
合

に
は

、
茶

工
場

内
へ

の
ド

リ
フ

ト
及

び
茶

葉
へ

の
汚

染
を

防
止

し
て

い
る

。

周
辺

の
農

場
か

ら
の

農
薬

散
布

で
、

茶
工

場
内

に
農

薬
が

ド
リ

フ
ト

し
、

残
留

が
心

配
さ

れ
る

場
合

に
は

、
 防

御
対

策
を

と
っ

て
い

る
。

茶
工

場
の

加
工

エ
リ

ア
及

び
そ

の
周

辺
に

、
家

畜
や

ペ
ッ

ト
を

持
込

ん
で

い
な

い
。

掃
除

後
の

茶
シ

ブ
･茶

埃
･植

物
残

渣
等

の
廃

棄
物

置
場

が
衛

生
的

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。

喫
煙

場
所

・
禁

煙
場

所
が

明
確

に
な

っ
て

い
る

。

窓
ガ

ラ
ス

や
壁

材
･床

材
の

割
れ

に
よ

る
異

物
混

入
防

止
の

対
策

を
と

っ
て

い
る

。

雨
漏

り
が

な
い

。
ま

た
、

天
井

材
の

剥
が

れ
、

落
下

に
よ

る
異

物
混

入
防

止
の

対
策

を
と

っ
て

い
る

。

ア
ス

ベ
ス

ト
が

使
用

さ
れ

て
い

る
か

確
認

し
、

使
用

さ
れ

て
い

た
場

合
に

は
対

策
を

取
っ

て
い

る
。

照
明

が
割

れ
て

茶
葉

に
混

入
す

る
可

能
性

が
あ

る
場

合
は

、
飛

散
を

防
止

す
る

対
策

を
と

っ
て

い
る

。

施
設

内
に

水
が

滞
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

作
業

場
の

床
や

内
部

排
水

溝
は

衛
生

的
に

管
理

さ
れ

て
い

る
。

農
薬

・
家

庭
用

殺
虫

剤
・
肥

料
・
農

機
具

を
加

工
エ

リ
ア

内
に

置
い

て
い

な
い

。

床
、

壁
、

天
井

、
柱

、
 梁

等
の

構
造

物
の

破
損

、
剥

離
、

錆
、

そ
の

他
劣

化
に

よ
る

異
物

混
入

を
防

止
す

る
対

策
を

と
っ

て
い

る
。

照
明

は
十

分
な

明
る

さ
が

確
保

さ
れ

て
い

る

工
場

周
辺

の
環

境
に

関
す

る
項

目

工
場

内
の

異
物

混
入

・
衛

生
管

理
対

策
に

関
す

る
項

目

-
 2

9
 -



項項
目目

内内
容容

対対
策策

・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
のの

例例

茶
埃

を
定

期
的

に
除

去
し

て
い

る
。

コ
ン

ベ
ヤ

等
の

製
造

ラ
イ

ン
が

床
よ

り
下

に
あ

る
場

合
は

、
床

か
ら

の
異

物
混

入
防

止
対

策
を

と
っ

て
い

る
。

外
履

き
と

内
履

き
の

エ
リ

ア
分

け
を

明
確

に
し

て
い

る
。

衛
生

的
で

、
異

物
混

入
の

防
止

で
き

る
服

装
・
帽

子
・
内

履
き

で
入

場
し

て
い

る
。

携
帯

電
話

・
財

布
・
タ

バ
コ

・
ラ

イ
タ

ー
・
鍵

・
装

飾
品

等
の

私
物

の
持

ち
込

み
、

着
用

に
関

し
て

、
異

物
混

入
防

止
が

で
き

る
対

策
を

と
っ

て
入

場
し

て
い

る
。

爪
は

長
す

ぎ
ず

、
付

け
爪

や
マ

ニ
ュ

キ
ア

を
し

て
い

な
い

。

発
熱

や
腹

痛
を

伴
う

病
気

や
手

指
に

化
膿

を
伴

う
外

傷
を

負
っ

て
い

る
者

は
、

茶
葉

に
ふ

れ
る

業
務

に
は

従
事

さ
せ

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

毛
髪

等
、

着
衣

へ
の

付
着

物
由

来
の

異
物

混
入

を
防

止
す

る
対

策
を

取
っ

て
い

る
。

（
例

え
ば

粘
着

ロ
ー

ラ
ー

掛
け

等
）

手
洗

い
設

備
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

流
水

・
液

体
石

鹸
・
清

潔
な

手
拭

き
（
ペ

ー
パ

ー
タ

オ
ル

等
）
・
消

毒
が

利
用

可
能

で
あ

る
。

手
洗

い
手

順
が

表
示

さ
れ

て
い

て
、

そ
の

手
順

に
従

っ
て

手
洗

い
を

実
施

し
て

入
場

し
て

い
る

。
 手

洗
い

は
、

茶
葉

に
触

れ
る

作
業

に
従

事
す

る
場

合
に

必
ず

実
施

し
て

い
る

。

ト
イ

レ
は

、
加

工
エ

リ
ア

か
ら

隔
離

さ
れ

た
場

所
に

設
置

し
て

い
る

。

ト
イ

レ
に

は
手

洗
い

設
備

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
流

水
・
液

体
石

鹸
・
清

潔
な

手
拭

き
（
ペ

ー
パ

ー
タ

オ
ル

等
）
・
消

毒
が

利
用

で
き

る
。

手
洗

い
手

順
が

表
示

さ
れ

て
い

て
、

 用
便

後
は

、
そ

の
手

順
に

従
っ

て
手

洗
い

を
実

施
し

て
い

る
。

ト
イ

レ
は

清
掃

、
消

毒
が

実
施

さ
れ

、
清

潔
に

維
持

し
て

い
る

。

ト
イ

レ
の

履
物

は
、

工
場

内
部

の
履

物
と

は
区

別
し

て
履

き
替

え
て

い
る

。

工
場

内
の

異
物

混
入

・
衛

生
管

理
対

策
に

関
す

る
項

目

ト
イ

レ
に

関
す

る
項

目

-
 3

0
 -



項項
目目

内内
容容

対対
策策

・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
のの

例例

飲
食

及
び

喫
煙

を
す

る
場

所
を

決
め

て
お

り
、

工
場

の
製

造
ラ

イ
ン

に
衛

生
的

な
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

。

飲
食

及
び

喫
煙

を
す

る
場

所
に

は
、

ゴ
ミ

箱
･灰

皿
が

用
意

さ
れ

て
お

り
、

衛
生

的
に

保
管

・
処

理
さ

れ
て

い
る

。

飲
食

物
は

、
ケ

ー
ス

等
に

保
管

さ
れ

て
い

る
。

生
ゴ

ミ
・
廃

棄
物

等
は

、
定

期
的

に
処

理
し

て
い

る
。

工
場

外
縁

、
工

場
内

部
、

設
備

機
械

及
び

運
搬

車
両

を
定

期
的

に
清

掃
ま

た
は

洗
浄

し
て

い
る

。

構
造

物
・
機

械
設

備
・
運

搬
用

の
車

両
の

破
損

、
塗

料
の

剥
離

、
錆

、
ネ

ジ
・
部

品
等

の
緩

み
、

油
類

の
漏

洩
、

そ
の

他
劣

化
に

よ
る

異
物

混
入

・
汚

染
を

防
止

す
る

よ
う

に
、

定
期

的
な

点
検

・
修

理
を

実
施

し
て

い
る

。

上
記

の
清

掃
・
洗

浄
・
点

検
の

ル
ー

ル
は

文
書

化
さ

れ
て

お
り

、
実

施
責

任
者

、
実

施
時

期
、

実
施

内
容

を
明

確
に

し
て

い
る

。

　
例

）
工

場
床

の
清

掃
・
・
・
毎

日
製

茶
終

了
後

、
ホ

ー
ス

と
ブ

ラ
シ

で
茶

葉
を

洗
い

流
す

。
ま

た
、

排
水

溝
は

毎
金

曜
日

に
清

掃
す

る
（
実

施
責

任
者

：
A

さ
ん

）
、

掃
除

用
具

・
ヘ

ラ
・
工

具
・
部

品
・
箕

等
の

備
品

自
体

の
破

損
、

劣
化

に
よ

る
異

物
混

入
・
汚

染
の

防
止

対
策

を
実

施
し

て
い

る
。

掃
除

用
具

は
、

直
接

茶
葉

に
触

れ
る

製
造

ラ
イ

ン
を

掃
除

す
る

道
具

と
そ

う
で

な
い

も
の

を
区

別
し

て
い

る
｡

掃
除

用
具

・
ヘ

ラ
・
工

具
・
部

品
・
箕

等
の

備
品

の
保

管
場

所
が

決
ま

っ
て

い
る

。
使

用
時

以
外

は
、

所
定

の
保

管
場

所
に

戻
さ

れ
て

い
る

。

掃
除

道
具

は
、

 床
か

ら
離

し
て

埃
だ

ま
り

を
発

生
さ

せ
な

い
よ

う
に

管
理

し
て

い
る

。

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
は

、
 水

分
や

油
分

を
除

去
し

た
衛

生
的

な
圧

縮
空

気
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

（
フ

ィ
ル

タ
ー

の
定

期
交

換
等

）
。

ま
た

、
 除

去
さ

れ
た

油
や

水
分

が
床

を
汚

染
す

る
こ

と
な

く
適

切
に

処
分

し
て

い
る

。

工
場

内
外

の
清

掃
・
洗

浄
等

に
関

す
る

項
目

工
場

の
用

具
管

理
に

関
す

る
項

目

工
場

内
の

休
憩

場
所

・
喫

煙
場

所
に

関
す

る
項

目

-
 3

1
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項項
目目

内内
容容

対対
策策

・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
のの

例例

修
理

や
掃

除
・
洗

浄
で

発
生

し
た

廃
棄

物
は

、
確

実
に

撤
去

し
て

廃
棄

物
保

管
容

器
に

廃
棄

し
て

い
る

。

廃
棄

物
保

管
容

器
は

、
誤

っ
て

製
品

と
混

じ
ら

な
い

よ
う

に
識

別
し

て
保

管
し

て
い

る
。

茶
葉

が
触

れ
る

可
能

性
の

あ
る

製
造

ラ
イ

ン
上

の
部

品
に

注
油

す
る

場
合

に
は

、
食

品
専

用
の

油
を

使
用

し
て

い
る

。

油
類

、
 塗

料
、

薬
剤

等
の

化
学

物
質

の
保

管
場

所
を

決
め

て
保

管
し

て
い

る
。

使
用

時
以

外
は

、
所

定
の

保
管

場
所

に
戻

し
て

い
る

。

大
海

･ダ
ン

ボ
ー

ル
･梱

包
資

材
等

の
保

管
場

所
を

決
め

て
保

管
し

て
い

る
。

使
用

時
以

外
は

、
加

工
エ

リ
ア

に
放

置
さ

れ
る

こ
と

な
く
、

 所
定

の
保

管
場

所
に

戻
し

て
い

る
。

大
海

･ダ
ン

ボ
ー

ル
･梱

包
資

材
等

は
、

床
に

直
置

き
さ

れ
て

い
な

い
。

商
品

の
梱

包
・
包

装
前

に
除

鉄
装

置
を

設
置

し
て

い
る

。

除
鉄

装
置

は
定

期
的

に
保

全
し

て
い

る
。

油
類

・
塗

料
に

関
す

る
項

目

包
装

資
材

に
関

す
る

項
目

金
属

片
の

異
物

混
入

に
関

す
る

項
目

廃
棄

物
に

関
す

る
項

目

-
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別別
表表

５５
：：
　　

２２
－－

３３
－－

２２
　　

　　
農農

業業
労労

働働
のの

事事
故故

をを
防防

止止
すす

るる
対対

策策
・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
のの

例例

№№
対対

策策
・・
ルル

ーー
ルル

・・
作作

業業
手手

順順
のの

例例

1
床

の
配

管
で

、
つ

ま
ず

か
な

い
よ

う
カ

バ
ー

を
つ

け
る

な
ど

対
策

を
取

っ
て

い
る

。

2
内

部
の

排
水

溝
に

は
蓋

を
し

て
い

る
。

3
地

下
ピ

ッ
ト

へ
の

転
落

を
防

止
す

る
対

策
を

取
っ

て
い

る
。

4
配

電
盤

、
制

御
盤

の
漏

電
防

止
措

置
を

し
て

い
る

。

5
機

械
に

巻
き

込
ま

れ
な

い
よ

う
安

全
フ

レ
ー

ム
を

つ
け

て
い

る
。

6
製

茶
機

械
の

点
検

や
清

掃
の

際
に

は
、

主
電

源
を

完
全

に
切

っ
て

か
ら

実
施

し
て

い
る

。

7
機

械
の

電
源

を
入

れ
る

際
に

は
、

大
き

な
声

を
掛

け
る

等
で

作
業

者
の

安
全

を
確

保
し

て
い

る
。

8
高

所
作

業
の

際
に

は
、

ハ
シ

ゴ
や

脚
立

の
固

定
等

、
安

全
対

策
を

し
て

い
る

。

9
危

険
箇

所
に

は
、

注
意

を
促

す
表

示
を

し
て

い
る

。

-
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宇宇治治茶茶ＧＧＡＡＰＰ実実践践誓誓約約書書  
 私は、宇治茶の生産者及び産地がこれからも持続的に発展していくことを

目的に、宇治茶ＧＡＰの実践に取り組むことを誓約いたします。 

なお、宇治茶GAP 研修会の受講や指導者による指導・助言に基づき、宇治

茶ＧＡＰ点検シートにより自己点検を実施した結果、下記の改善点が見出さ

れたので、すみやかに改善に取り組みます。 

また、宇治茶ＧＡＰの承認に向けても、取り組みをすすめていきます。 
 

【宇治茶ＧＡＰ研修会の受講確認欄】 

宇治茶ＧＡＰ研修会の受講の有無 受講済  ・  未受講 

※未受講の方は、宇治茶ＧＡＰ指導員にご相談ください 

【茶園管理編】 

改善に取り組む事項(なにを) 改善方法(どうするのか) 点検シート№ 

   

   

※ 製茶工場の方は記入不要です。 

 

【製茶工場編】 

改善に取り組む事項(なにを) 改善方法(どうするのか) 点検シート№ 

   

   

※ 全量を委託加工に出されている生産者の方は記入不要です。 

『『先先ずずはは、、リリススククのの高高いいととこころろかからら、、出出来来るるととこころろかからら取取りり組組んんででいいききままししょょうう。。』』  

２０２４年  月  日 

住所：京都府                   

氏名：                         印 

氏名：                         印 

氏名：                         印 
※経営が同一である家族または法人の構成員に限り併記可 



【宇治茶ＧＡＰ推進協議会】 

使用ページ 

 

宇宇治治茶茶ＧＧＡＡＰＰ実実践践確確認認証証  
 

 貴殿から提出された宇治茶ＧＡＰ実践誓約書につきまして、内容

等を確認した結果、宇治茶ＧＡＰ実践者と認めます。 

 

 

２０２４年  月  日 

 

宇治茶ＧＡＰ推進協議会 
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